
 

「ビジネス アライアンス講座ｉｎ岩手」の開催 
   
東日本大震災からの東北地域産業の復興には、新しいビジネスの創造など企業活動の活発化が不可欠であ

るとの考えから、岩手県において、ビジネスを創造する能力を開発する講座を開催した。 

  本講座は、フィールドアライアンス（企業や個人の持っているフィールドを共有・拡充し、ビジネスを活性化させ

る）という理念の下、ビジネスを生み出すスキル・ノウハウの習得を目指すもので、講義とグループワークを交互に

行う実践型の講座である。講義では、生み出した特許等の知財の保護・活用についても学ぶ。受講者が共同で

ビジネスモデルを創りあげていくグループワークを通じて、受講者同士のネットワークが構築される。 

  岩手県内の企業等から定員を上回る応募があり、18人の受講者に認定書を授与した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 開催日 時間 カリキュラム 

第 1 回 6 月 4 日（水） 13：00-20：30 
講義「これからのビジネス概念“FieldAlliance”」 

「ビジネスプロデューサーの必要性と役割」、グループワーク 

第 2 回 6 月 5 日（木） 9：00-16：00 
講義「ビジネスモデル概論」、グループワークの成果発表 

「ビジネスモデルを堅守する知的財産戦略①」 

第 3 回 6 月 20 日（金） 9：30-16：30 
公開コンサルティング体験（資源発掘）、開発テーマの決定 

講義「ビジネスモデルの勘所」、グループワーク 

 グループ活動   

第 4 回 7 月 2 日（水） 9：30-16：30 
講義「ビジネスモデルを堅守する知的財産戦略②」、中間発表 

「ビジネスをプロデュースする視点」、中間発表、グループワーク 

 グループ活動   

第 5 回 7 月 24 日（木） 9：30-20：00 
講義「開発型人材ビジネスプロデューサーと FieldAlliance の時代」 

グループワークの成果発表、閉講式 

 

 



 

受講者の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

【グループワークの様子】               【成果発表の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆内容（講義、グループワークなど）について 

○講義をしながらグループワークの時間に多く費やしたことは、とても良かったと思います。参加して皆さんの知
力を招集して、何かを成し遂げる、それこそ、人財、知財かと思います。 

○他業種の方々と行うグループワークは、考え方の違いなどがわかり新鮮だった。 
○他の業種の方々との情報共有とコミュニケーションが図れた。  
○普段考えない事柄についての講義が主体だったため、新しい考え方を受講できた。また、知的財産について
も受講できた点が良かった。 

○講義では、弁護士の方の知財に関するお話も聞くことができ、理論的な内容も実務的な内容も含め、総
合的な講義を聴けてよかったです。 

○すべて満足です。特にグループワークは苦手なのですが、良きメンバーにあたり実りあるものでした。 
○とても参考になりました。特にビジネスプランについては、色々な側面があることが分かった。 

◆どのような点を学ばれましたか。また、今後どのように自社で活かしていくか 

○新規事業の創出の場面に限らず、社内での新しい仕組み作りや、打合せの場面等でも、ニーズを見つけ、
アイデアを募り、改善していく際に活用できる。 

○知財の重要性が特に学んだ点です。自社の資産で知財になり得るものを探したいと思います。 
○アイデア出しでは「NO」を言わない、責任を負わない、これは、アイデアを発展させるためには良いことと理解
しました。社でその考えを広めて、色々なアイデアを検討してみたいと思います。 

○知的財産権は当社業種においても今後重要なものになっていくものと感じた。注意深く進めていきたい。 
○知財化を意識した商品開発や事業システムの展開方法がたいへん参考になりました。 
○自分と分野の違う人々の能力と志の高さを感じました。チームで仮想ですが一つの事業を考える、このよう
な経験は 30年間ワンマン社長の私には初めての喜びです。 

  

 


